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Ｐ１

 ３．節水に努めます。

 ４．化学物質の削減に努めます。

代表取締役　掛田哲寛　

 ６．リユース自動車部品の使用を推進します。 

 ７．事業活動に関連する諸法令を遵守します。

 ８．この環境方針を全社員に周知し、社外へも公開します。 

制定日：平成20年4月18日  

改定日：平成25年12月18日  

北商株式会社　　 

 ５．物品購入の際は、グリーン購入を推進します。

   地域社会や業界の発展に寄与し継続的改善を図ります。

 ＜行動指針＞

 １．省エネ活動を推進し、二酸化炭素の排出量低減に取り組みます。

 ２．廃棄物の排出削減 

環 境 経　営　方 針

 ＜基本理念＞

　 我々は、「お客様の視点で物事を考える」をスローガンとして、よりよい技術、

   サービスの提供に努めてまいります。また、環境問題に積極的に取り組み、



　

Ｐ２

      　   社屋床面積　　　　1,100㎡

（５）事業内容

      　   自動車及び建設機械の整備　販売

（６）事業年度

　　   　9月1日～翌年8月31日

　　　　　活動　　：自動車及び建設機械の整備　販売

（４）事業規模

事業の概要

（１）事業者名

 　　　　　北商株式会社

　 　　　　　　代表取締役　　　掛田　哲寛

（２）所在地

　  　　　〒808-0109　

　 　 　　北九州市若松区南二島2丁目17番5号　

（３）環境保全関係の担当者連絡先

　 　　　環境管理責任者　　　　安部　勉

　 　　　担当者　　　　　　　　　　久保山　益光

　    　　連絡先　　　　　　TEL（０９３）７９１－４５１１　　　FAX（０９３）７９１－４５１３

（７）認証・登録範囲

　   　　対照組織：全社・全組織

 　        社員数　　　　　　23名



所　属 責　任　者

Ｐ３

事務係

 エコアクション２１取り組み実施体制図

代表取締役

掛田　哲寛

環境管理責任者

安部　勉

EA21EMS事務局

施設係

事務係

役　割・責　任・権　限

施　設　係

環境管理者を補佐し構成員全員参画によるEA21の運営改善
EA21関連文書の作成、改廃、保管、伝達の業務を推進する。

全体の統括、環境方針の設定、環境取組を実施するための資源の
準備、全体の見直しをする。
全体の把握、環境経営システムを構築し、運用し、その状況を
社長に報告する。

代表取締役

環境管理責任者

EA２１事務局

省資源・省エネルギーの推進、節水・節電・紙消費量の削減、
グリーン購入比率のUPを推進する。

リサイクル品の活用及び廃棄物の削減・分別処理、リサイクルパーツ
の積極的利用、バッテリー・バンパー・タイヤ等のリサイクル流通
させるゴミの分別処理、整理・整頓・清掃・清潔を徹底する。



二酸化炭素排出量、廃棄物排出量につき今後令和　4　年度の目標から毎年１％削減する。

令和 4 年度 5 年度目標 6 年度目標 7年度目標
（基準年度） (-1%) (-2%) (-3%)

原単位 ㎏-CO2/売上百
万円

105.6 104.5 103.5 102.4

総量 ㎏-CO2 36,670 36,303 35,937 35570

ｋＷｈ/売上百万
円

160.3 158.7 157.1 155.5

総量 55,772 55,214 54,657 54,090

L/売上百万円 16.3 16.1 16.0 15.8

総量 5,659 5,602 5,546 5,489

L/売上百万円 2.8 2.8 2.7 2.7

総量 968 958 949 939

原単位 ㎏/売上百万円 37.1 36.7 36.4 36

一般 ｋｇ 317 314 311 308

産業 ㎏ 12,792 12,664 12,536 12,408

原単位 ㎥/売上百万円 218.00 215.82 213.64 211.5

総量 ㎥ 756 748 741 733

原単位 ｋｇ/売上百万円 2.83 2.80 2.77 2.75

総量 ｋｇ 982 972 962 953

品目 20 20 20 20

品目 33 33 33 33

Ｐ４

自動車リユース部品(以上）

二酸化炭素排出量

内訳

電気

ガソリン軽油

灯油

廃棄物排出量

総量

総排水量

化学物質使用量

グリーン購入の推進

（2025/6/1
2追記）

環境目標とその実績

（１）当年度及び中長期環境目標

令和　4　年度以降の目標値

環境目標 単位

*九州電力の二酸化炭素排出係数  0.462Kg-CＯ2／ｋＷｈを用いた



435

原単位（㎏／売上100万円） 104.5 88.7 〇

総量（ｋg-CO2） 36,303 38,593 ✕

原単位（ｋＷｈ／売上100万円） 158.7 120.3 〇

総量（ｋＷｈ） 55,214 52,335 〇

ガソリン 原単位（ﾘｯﾄﾙ／売上100万円） 16.1 12.8 〇

軽油 総量（リットル） 5,602 5,568 〇

原単位（ﾘｯﾄﾙ／売上100万円） 2.8 0.9 〇

総量（リットル） 958 400 〇

原単位（㎏／売上100万円） 36.7 96.9 ✕

総量（㎏） 12,664 42,161 ✕

総量（㎏） 314 410 ✕

原単位（m3／売上100万円） 215.82 1.08 〇

総量（㎥） 748 470 〇

原単位（Kg／売上100万円） 2.80 2.24 〇

総量（Kg） 972 976 ✕

品目 20 20 〇

品目 33 33 〇

Ｐ５
　　　　　　

二酸化炭素

令和5年度総売上（／100万円）

化学物質使用量

グリーン購入

自動車リユース

*九州電力の二酸化炭素排出係数  0.462 Kg-CＯ2／ｋＷｈ を用いた

電　力

灯　油

産業廃棄物

一般廃棄物

水使用量

達成結果

(２）　目標と結果

令和　5　年度（5年9月～6年8月）

5年度の目標 5年度の結果



活動計画の内容 取組結果 評価と次年度の取組内容

空調の適温化 ◯

照明の使用時間の適正化 ◯ 目標達成出来た。

エコドライブの実施 ◯
次年度も目標達成できるよ
う全員で取り組む。

燃費向上整備の徹底 ◯

裏紙使用の徹底 ◯

廃棄物の分別の徹底化 ○

節水の徹底化 ○
目標は達成できた。
目標達成維持できるように
全員で取り組む

漏水の定期点検実施 ○
次年度は節水の徹底を図
り、さらなる目標達成でき
るように全員で取り組む。

Ｐ６

○

「◎」：実施　「○」：概ね実施　「△」：一部課題有　「×」：未実施

目標は達成できた。
目標達成維持できるように
全員で取り組む

ｸﾞﾘｰﾝ購入
の推進

グリーン購入法特定調達品情
報提供システム掲載品を購入

グリーン商品
の推進

電気使用の
1％削減

化学物質の
1%削減

廃棄物の
抑制

廃棄物
排出量の
1％削減

水使用量の
1%削減

目標達成出来なかった。
継続して目標達成できるよ
うに全員で取り組む。

計画の内容

水使用量
の1%削減

リユース部
門推進

お客様に自動車リユース部品
の 良さを説明し、使用促進を
図る

〇

（１）環境活動計画の取組結果及び評価と次年度の取組内容

二酸化炭
素排出量
の1%削減 燃料使用量の

1％削減

化学物質
使用量の
1%削減

塗料の節約 〇
目標達成出来た。
次年度も目標達成できるよ
う全員で取り組む。

リユース
部門推進

目標達成出来た。
目標達成を維持できるよう
に全員で取り組む。



省エネ活動及び5S活動が、エコアクションを通じて浸透している。

仕事量が増えており産業廃棄物及び化学物質を減らすことに

苦戦している。

事故防止のため安全教育の強化。

５Ｓ活動と省エネを継続して行う。

毎日の朝礼にて環境意識を向上し継続を図る。

Ｐ７

　　見直し及び指示事項

環境関連法規等の順守状況及び評価結果並びに違反、訴訟等の有無

　当社に適用される環境関連法規等の順守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

　なお適用される主要な環境関連法規は廃棄物処理法、自動車リサイクル法、消防法、騒音規制法、

代表者による全体の取組状況の評価及び見直し・指示

　　評 価

　また、関係機関からの指摘、利害関係者からの訴訟もありませんでした。

（２）その他の取り組み事項

   　　  ①　社員の環境への意識高揚のために研修会や会議を行った。

      　　   環境への取り組みを当社社員心得に明記し、朝礼時唱和することで意識の顕在化を図った。

         ②　部品庫の整理整頓を行った。

　振動規制法、フロン排出抑制法等です。


